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連合山形「2015新春旗びらき」を開催
―覚悟と決意を固め、声を上げ、行動を起こす１年に―

　１月６日、連合山形・連合山形地域協議会合同開催による「2015新春旗びらき」が大手門パルズにおい
て開催され、約250名が集まり新たなスタートを誓い合いました。
　主催者を代表し挨拶に立った連合山形大泉会長は、「若い人たちの政治意識や関心に焦点をあてた運動、
若者が参加する運動の構築が求められる2015年である。その取り組みの第１は、賃金引上げと安定雇用の
確保。第２は、セーフティーネットとしての社会保障制度の充実。また、４月の統一自治体選挙、９月
の山形市長選挙、来年の参議院選挙に勝利する取組み」と提起。最後に、「覚悟と決意を固め、声を上げ、
行動を起こし、春闘、統一自治体選挙に勝利しよう」と挨拶を締めました。
　来賓を代表し、吉村美栄子山形県知事、市川昭男山形市長、近藤洋介民主党県連会長、吉泉秀男社会民
主党県連合代表の４名より祝辞をいただき、来賓者による鏡開きのあと、森田啓司山形労働局長の発声で
乾杯を行いました。
　祝宴の後、連合山形大泉会長と連合山形地域協議会渡辺議長によるガンバロー三唱で、連合運動のさら
なる前進を誓い、団結を確認しました。

２０１５春闘勝利！総決起集会
日　時　2015年３月７日（土）　１４：３０
会　場　やまぎんホール（旧県民会館）

ホームページアドレス ： http://www.rengo-yamagata.jp/
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　明けましておめでとうございます。
　昨年は、モンティデイオ山形のＪ１復帰、天皇杯準優勝、山形中央高校の甲子園での活躍や
出身者のプロ入り、様々な観光イベントの成功など、山形県民が一体となった一年、山形の名
を全国に発信した一年でした。吉村知事が年頭に発信力の強化ということを強調されましたが、
大変すばらしい一年だったと思います。
　年末には突然の解散総選挙がありました。組合員・家族、ＯＢの皆さん、多くの県民のご支
援ご協力により、二区の近藤衆議院議員の議席を確保できました。心から感謝申し上げます。
自民党が圧勝したとはいえ、選挙前よりは５議席減り、比例の絶対得票数は有権者の２割にも
満たないのが実態ですし、自民党への支持は積極的支持ではなく、野党のふがいなさによる消

極的支持であることも明らかになっています。国民は、安倍政権への対抗軸をはっきりした上で、与党の補完勢力で
はない、選択肢となり得る野党の再編や野党共闘を求めています。安倍総理は選挙直後の記者会見で、アベノミクス
の継続、消費税10％の2017年４月実施、労働者保護ルールの規制緩和、集団的自衛権の解釈改憲など自民党の政策全
てが信任を得た、国民からこれらの政策をより強力に進める推進力をもらったという認識を表明しました。併せて、
憲法改正に向けた歴史的チャレンジをしていくということも明言しました。今年は戦後70年という節目の年になりま
すが、若い人と一緒に日本国憲法と自民党憲法改正案を対比する学習の取組みが求められています。
　このような状況にどう立ち向かっていくか。解散総選挙直前に若者に対して行ったある意識調査によると、日本が
目指す方向としてトップになったのは「結婚や子育てといった基礎的な人間生活が保障される社会」だそうです。政
治的な話題への関心度では、消費税先送りを筆頭に年金、雇用、医療、福祉など身近な話に４割前後が関心ありと答
え、アベノミクスはようやく６位でした。若い人たちの政治意識や関心に焦点をあてた運動、若者が参加する運動の
構築が求められる2015年だと考えます。
　第一に、賃金引上げと安定雇用の確保です。安倍総理が経済界に賃上げ要請をしたことから、再び官製春闘と揶揄
されています。しかし、昨年の春闘は、地方や中小企業の賃上げは大手との格差が開いており、官製春闘の限界が明
らかになっています。中小においても、自らの手で闘いとる春闘にしなければなりません。企業全体の99％を占める
中小企業の賃上げがなければデフレ脱却や格差社会の是正はできません。若い人が結婚、子育てができる賃上げをし
なければ人口減少、少子化に歯止めをかけることはできません。連合山形としては、これまで積み重ねてきた経営者
団体との対話をより深めつつ、大手企業に対して下請け代金の改善を求め、行政に対しては一層の中小企業支援を求
め、全県での春闘キャラバン行動で県民の理解を得ながら、個別の労使交渉をより強めていきたいと考えています。
また、安定雇用を図るためには、正規雇用を増やし、労働者保護ルールの改悪を阻止しなければなりません。長時間
労働が蔓延し、過労死が多発し、メンタル疾患の増加に歯止めがかかっていません。ブラック職場やブラック企業を
認めることになる労働者保護ルールの改悪を認めるわけにはいきません。職場での取り組みと全国キャンペーンの強
化を図ります。
　第二に、セーフティーネットとしての社会保障制度の充実です。社会保障制度の充実のために引き上げられた消費
税が、大半が赤字の穴埋めに使われ、これまで赤字を穴埋めしていた税金を公共事業費などに回すという姑息な手段
が使われています。まさに、ごまかしのテクニック、ここに極まれり、です。年金制度、医療保険制度、介護保険制
度を支えるのは若い人たちです。若者の不信感を取り除く年金制度、子育て支援の充実が急務だと思います。
　最後に、今年４月の統一自治体選挙、９月の山形市長選挙、来年の参議院選挙に勝利する取組みです。解散総選挙
の結果は、市町村議員や県議会議員というすそ野を広くしないと国政選挙には勝てないことを改めて教えました。連
合の政策を実現する、安倍政権の暴走にストップをかけるためには、民主党県連や社民党県連の皆さんの努力をお願
いしなければなりません。同時に、連合山形構成組織自らが組織内議員を増やす努力を重ね、地道に協力議員を増や
していかなければならないと考えています。とりわけ、次期山形市長選、参議院選挙に大きな影響を与える山形市議
選で与党議員の過半数獲得が至上命題となっており、最重要選挙と位置づけ取組みます。
　ノーベル平和賞の17歳マララさんは銃弾に狙われながら命を懸けて闘っています。「声を上げ行動を起こす時だ。
変化を起こしたいならたちあがらないといけない」と呼びかけています。われわれも覚悟と決意を固め、声を上げ、
行動を起こし、春闘、　統一自治体選挙に勝利しようではありませんか。
　結びになりますが、実り多き年になりますようにご祈念申し上げ、挨拶といたします。

年 頭 挨 拶

会　長
大　泉　敏　男
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第47回衆議院選挙結果
　12月２日公示、12月14日投開票の第47回衆議院選挙は、民主党が選挙前の62議席から11議席増やし、73議席を得ま
したが、一方、与党は衆議院の３分の２を超える326議席となりました。投票率は、戦後最低の52.66％で、同じく過
去最低だった前回2012年の59.32％をさらに6.66ポイント下回り、最低記録を更新しました。
　連合山形が組織の総力をあげて支援した民主党候補者が、選挙区で議席を確保できませんでしたが、２区の近藤洋
介氏が比例復活により当選することができました。
　このたびの選挙は、安倍首相による突然の「大義なき解散」で、国民の選挙への関心が低下する中、準備期間もな
く厳しい選挙を戦わざるをえない状況でした。このような中、連合山形推薦候補者の当選と民主党の勝利に向け、各
地で最後まで諦めることなく戦い抜き、昼夜を問わず献身的に取り組んでいただいたすべての構成組織の役員・組合
員の皆様に心からお礼を申し上げます。
　結果は以下の通りです。

１．県１区
　・原田　和広（民新）４６，０２９
　・遠藤　利明（自前）９８，５０８　当選
　・石川　　渉（共新）１６，５７７

◦選挙結果

２．県２区
　・近藤　洋介（民前）９０，４２０　比例当選
　・鈴木　憲和（自前）９７，９１５　当選
　・白根沢澄子（共新）１１，０８６

３．県３区
　・吉田　大成（民新）　１５，９８１
　・加藤　鮎子（自新）　７９，８７２　当選
　・阿部　寿一（無前）　７８，３８４　
　・長谷　川剛（共新）　１０，７９４
　・佐藤　　誠（無新）　　１，３１９

連合山形シンクタンク　（一社）山形県経済社会研究所
「第42回定期総会」・「年報発表会」を開催
　12月16日、連合山形のシンクタンクである（一社）山形県経済社会研究所の第４２回定期総会と年報発表会が
「大手門パルズ」において開催されました。
　総会では、2014年度の事業報告ならびに会計決算報告、2015年度事業計画ならびに収支予算について承認さ
れ、新任理事として、戸室健作山形大学人文学部准教授、角谷俊一氏、水戸吉一氏、監事には、鈴木正弘氏が
新たに選出されました。
　総会後、2014年度に発行された年報の発表会が開催され、同研究所所長の立松潔山形大学人文学部教授より
「人口減少と山形県経済」、元参議院議員の舟山康江置賜自給圏推進機構常務理事より「地方創生と置賜自給
圏構想」、同研究所顧問の高木郁朗日本女子大名誉教授より「山形県の置かれている現状と政策的課題～知事
懇談を通じて～」と題した講演が行われました。

立松　潔　氏 舟山康江　氏 高木郁朗　氏
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連合山形「2015春季生活闘争方針」を決定！
―月例賃金の引上げにこだわり、２％以上の賃上げを―

　連合山形は、2015春季生活闘争方針について決定し、すべての組合が重点的に取り組む課題として「賃上げ」「時
短」「政策・制度実現の取り組み」を「３本柱」として位置づけ、これらの取り組みを通じ「底上げ・底支え」「格差
是正」の実現と、「デフレからの脱却」と「経済の好循環実現」に向けて全力を尽くすとしました。

１．「地域ミニマム運動」への取り組み
　地域間や企業間の格差是正と県内賃金水準の底上げをはかり、低賃金県からの脱却をはか
るために、最低基準（ミニマム）を設定し、県内では「これ以下では働かない。働かせない」
運動を展開していく。
２．連合山形の賃上げ要求内容
　⑴�　すべての連合山形加盟組合は、月例賃金にこだわる闘いを進め、賃金カーブ維持相当

分を確保し、過年度物価上昇分はもとより、生産性向上分、格差是正分としての賃金改
善分２％以上の要求を掲げ、「底上げ・底支え」「格差是正」に全力をあげる。

　　�　2014年連合山形中小組合賃金実態調査結果、平均賃金250,212円の２％は5,000円であるが、連合加盟組合全体
平均賃金水準の２％相当額が6,000円であることから、その差額1,000円を格差是正分として上乗せした金額6,000
円を賃上げ水準目標とする。

　　　　　　賃金カーブ維持分　＋　賃上げ6,000円以上

　⑵　賃金カーブ維持分の算定が可能な組合は、その維持原資を労使で確認する。
　⑶�　賃金カーブ維持分の算定が困難な組合は、賃金カーブ維持相当分を4,300円とし、4,300円＋賃上げ6,000円の

10,300円以上を要求する。
　⑷�　年齢ポイントごとの「標準到達目標」および「最低到達
目標」は以下のとおり

　⑸　非正規労働者の時間給目標額および引き上げ目標額
　　①�　時間あたりの賃金目標値〖山形県の連合リビングウェイ

ジ額（法定労働時間数換算）〗
　　　　　　　　　　 850円以上（昨年同額）
　　②　引き上げ額　　37円（前年比＋７円）

ミニマム設定額

年齢 2015年
設定額

18歳 144,500
20歳 149,000
25歳 162,400
27歳 168,500
30歳 177,800
35歳 192,600
40歳 204,800
45歳 212,000

【連合山形の標準到達目標】
全産業

20歳 173,400円
25歳 213,800円
27歳 230,100円
30歳 253,900円
35歳 291,700円
40歳 325,400円
45歳 353,500円

【連合山形の最低到達目標】
全産業

20歳 160,300円
25歳 182,500円
27歳 192,500円
30歳 207,800円
35歳 232,800円
40歳 254,700円
45歳 270,200円

「月刊連合」定期購読のおすすめ
　「月刊連合」は、毎月25日発行。「働く人」という視点から、今、社会で起
きていることや、連合が力を注いでいる運動などをわかりやすく解説していま
す。時代に即した特集や多彩なテーマの連載など、内容も充実。全ページ・カ
ラーで見やすく、労働組合役員はもちろん、働くことや社会問題に関心のある
方に、ぜひ、お読みいただきたい情報誌です。年間購読料は4,320円（送料込・
税込）。ぜひ、ご購読をおすすめします。お申し込みは、連合ホームページか
ら。
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　2015春闘を前に、１月21日大手門パルズにおいて、民間労組の産別代表者が集まり、（一社）山形
県経済社会研究所の高木郁朗顧問と立松潔所長をコーディネーターとして、2015春闘をめぐる情勢や
方針、重点取り組み課題、政策課題についての座談会が開催されました。
　今春闘においては、格差是正に向けて、２％以上の賃上げを目標に、きめ細やかな指導を各組合に
していかなければいけないなどの意見が出されました。
　出席者は、細谷眞ＪＡＭ南東北山形県連絡
会会長、角谷俊一ＵＡゼンセン山形県支部長、
井上正則電機連合山形地域協議会事務局長、
青木孝典運輸労連山形県連合会書記長、設樂
正情報労連山形県協議会議長、高木郁郎（一
社）山形県経済社会研究所顧問、立松潔（一
社）山形県経済社会研究所所長、梅津庸成
（一社）山形県経済社会研究所専務理事、舘
内悟連合山形副事務局長、小川修平連合山形
副事務局長、柏木実連合山形組織広報部長。

山形県高退連「2015新春旗開き」を開催
　１月20日、大手門パルズにおいて、山形県高齢・退職者連合の「2015新春旗開き」が開催され、伊藤寛
県高退連会長の年頭のあいさつ、連合山形森事務局長のあいさつを受け、2015年度の充実した活動を展開
するスタートとなりました。
　はじめに、昨年新しく結成され山形県高退連に加盟した「田川地区高齢者退職者連絡協議会」に組合旗
が贈呈され、今後も組織拡大に向けて活動していくことを確認しました。
　また、今春予定の統一自治体選挙において、山形県高退連の幹事でもある槙正義河北町議会議員の当選
に向けて戦うことを確認しました。
　乾杯の後の懇親会では、会員同士が、お互いの健康を喜びながら、今後も元気に活動しようと熱い議論
がされていました。

2015春闘に向けた「産別代表者懇談会」
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